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Ｑ ご就任おめでとうございます。まずは就任に
あたっての抱負をお聞かせいただけますで
しょうか。

法務省は、国の基本的な分野の法整備に関わって

いるという意味で、いわば国の骨格に関わる大変重

要な役割を担っています。今の日本は大変困難な状

況にあるかと思いますが、そうしたときこそ法務行

政が先頭に立つくらいの覚悟でしっかりと背骨を支

えるようにしなければならないと思っております。

国民にとって真に身近で充実した司法を実現するた

めに、職務に全力を尽くします。

Ｑ 特に重点的に取り組みたい課題は？

まずは検察の信頼回復です。不祥事があったから

といって検察をなくせということにはならないわけ

で、国家の適正な刑罰権の行使を通じて社会の秩序

を守るという検察の本来の職責をきちんと全うでき

るよう、必要な改革を行うことが急務だと考えてい

ます。もう一つは、私が野党議員の時から取り組ん

でいる法曹養成制度についてです。特にロースクー

ル教育の中身を充実させることが重要だと考えてい

ます。

Ｑ 弁護士や弁護士会へのメッセージを。

社会の法的インフラを支える存在として、弁護士

に対する国民の期待は大きいと思います。この社会

の期待に応えられるよう、弁護士会そして個々の弁

護士の皆さんには、これまでにも増して頑張ってい

ただきたいと思います。
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自己紹介～インハウスを選んだきっかけ

【鈴木幹事長】 本日は、若手の企業内弁護士の方々

にお集まりいただきました。まずは、組織内弁護士

を志された動機、理由等を含めて自己紹介をお願い

します。

【森田氏】 現行６０期の森田慈心と申します。修習後

６ヶ月間普通の法律事務所にいたのですが、縁が

あって今の会社に入りました。２００８年３月に入社し

まして、今年の３月で４年が経過することになりま

す。大幸薬品に応募したのは、大阪弁護士会のホー

ムページで大幸薬品が社内弁護士を募集していたこ

とを知ったのがきっかけです。もともと地方公務員

を５年間やっていまして、組織に馴染んでいたとい

うこともあり、弁護士になるのであれば、組織の中

で仕事をしたいという思いがあったものですから、

組織内弁護士を選びました。

【鈴木氏】 新６１期の鈴木孝司と申します。大和証券

キャピタル・マーケッツのコンプライアンス部に勤

務しています。大学は理工学部を出て、信託銀行に

入って１４年間主に企業年金の営業や運用などを担当

した後、名古屋大学の法科大学院に行って、平成２１

年の１月から今の会社で働いています。今の会社に

はホームページからエントリーして、中途入社とい

う形です。元々ロースクールに行く時からインハウ

スになるつもりでいました。その理由としては、大

きな組織で働くことのダイナミズムに魅力を感じて

いるからです。

【熊野氏】 新６１期の熊野敦子と申します。株式会社

ワコールホールディングスに務めております。女性

の方はご存知の方もいらっしゃるかと思いますが、

婦人下着等を中心とする製造メーカーです。本社は

京都にありまして、基本的には本社勤務です。大阪

大学の法学部を卒業して、京都大学のロースクール

を出て、大阪で修習をして、そのまま関西の企業に

入るという形で、ずっと関西で生活をしています。

【柳楽編集長】 入社は何年になるのですか。

【熊野氏】２００９年１月に入社いたしましたので、今

４年目に入った所です。きっかけは、関西で生活し

たいということを強く希望をしておりましたので、

修習生の間も大阪を中心に法律事務所を対象に就職

活動をしていたのですが、新６１期の時代でもそれな

りに厳しく、既存の事務所、大阪の事務所だけに限

定していては難しいのではないかと思いました。そ
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の中で、大学の先輩に紹介してもらった人材紹介会

社の方と話をして、インハウスという働き方を恥ず

かしながら初めて知りました。その方と話をしてい

くうちに、事件の始まりから終わりまで継続的に動

いて行くことができるのではないかというところに

興味を持ち、当社に入ったという経歴です。

【内田氏】 ソフトバンクBB株式会社の内田と申し

ます。新６２期で２０１０年１月入社です。経歴は熊野さ

んと全く同じで法学部を卒業して、既習でロース

クールを出てそのまま修習にいって、就職というパ

ターンです。元々企業法務をやりたいなというのを

ロースクールの頃から思っていて、当時まだインハ

ウスというのを全く知らなかったので、普通に事務

所に行くものだと思っていました。ところが、弁護

修習先に以前在籍されていた先生がインハウスをさ

れていて、その先生から色々お話を伺った中で、会

社の意思決定や実際のビジネスに近いところで企業

法務に携わりたいなと思うようになって、インハウ

スを選択しました。

担当している業務のあらまし

【鈴木幹事長】 それでは、皆さんの担当されている

業務の内容についてお話しいただけますでしょう

か。

【内田氏】 私の担当業務は契約書チェック、法務相

談や訴訟対応、調査研究業務です。特徴的な業務は

研究業務と法務渉外でしょうか。私が所属する法務

戦略室は、事業活動を行うために手当てが必要と予

想される法分野の調査研究業務やパブリックコメン

ト等の法務渉外業務を行っています。監督官庁の解

釈を中心に回る業界で、紛争が監督官庁と事業者だ

けで解決され、非常に重要な問題であっても議論が

オープンになりません。そこで、法務スタッフがき

ちんとロジックを立てて問題点を訴訟等公の場で主

張して、業界内部の事情を明らかにすることで、社

会全体の利益になっていくのではないか、というこ

とで研究会や書籍の執筆・出版をしたりパブコメを

出しています。また、インターネットの分野は、業

界の動き自体が速く、立法が未整備であっても、通

信事業者として当社が求められる社会的責任があり

ます。そこで、当社としてどのように考えるべきか、

法的アプローチから研究会を行うこともあります。

【鈴木幹事長】 では、熊野さん。

【熊野氏】 日本のメーカーの場合、まだまだそうい

う所が多いのではないかと思っているのですが、当

社では、社内での法務の位置が高いというような状

況には、まだございません。ですので、何でも屋に

近いです。株主総会の運営や毎月の取締役会の運営

もやりますし、社内のマニュアルを作ってそれを周

知するというコンプライアンスに関することもやり

ますし、日々の契約案件の審査を担当し、訴訟が起

これば対応しますし、これを教えてと言われたこと

は基本的には何でも答える、といった状況です。具

体的に私が担当しておりますのは、主に契約審査で

すとか法律相談で、法律に関する質問は何でも来る

ということです。印紙を契約書のどこに貼ったらい

いというような話から、実は独禁法の先端的なこと

にも関わるような相談であったりとか、本当に多種

多様といいますか、あとはとにかくスピードが求め

られるかなというのは実感しています。

【鈴木幹事長】 では鈴木さん、お願いいたします。

【鈴木氏】 弊社は一応大手証券会社なので、例えば

M＆Aとか専門的なスポットには大手の事務所から

２～３年単位で外部事務所からの出向弁護士がいる

部署があります。私はコンプライアンス部に所属し

ていて、営業とか商品部門のサポートをするような

体制になっています。実際やっている仕事として

は、様々な法律相談がやはり多いです。あとは官庁

対応の準備などですね。最近は紛争対応も増えまし

たし、契約書の審査も若干やっています。一番多い

よろず法律相談では、法律問題ではなくビジネス

ジャッジではないかなと思う部分も少なくありませ

ん。社内弁護士として、リーガルマターやコンプラ

マターを現場の実務を踏まえつつ、ビジネスジャッ

ジの前提として検討することが求められているのか

なと思います。

【鈴木幹事長】 では、森田さん。

【森田氏】 私は

総務部所属の法

務担当として、

契約書のチェッ

ク、管理などの

契約書関係の業

務や、株主総会

の対応、規程の

制定・改訂など

の法務の仕事を

させてもらって

いるのと、知財
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関係の仕事もしています。具体的には、知財戦略会

議や、発明委員会を当社は設けておりまして、その

事務局業務を行ったり、昨年当社が提訴した知財の

裁判も顧問の先生と一緒に、訴訟代理人として対応

させていただいています。特徴的な業務としては、

反社チェックというのがあり、新聞記事検索サイト

等を用いて、新規取引先の反社チェックを私自らが

行っています。また実際にはそのようなケースは今

までないですが、取引先が反社だったことが判明し

たときの対応もおそらくすることになると思いま

す。

インハウスを採用する企業側のメリット

【鈴木幹事長】インハウスを置くことによって企業

にとって具体的にどういうメリットがあるのか、そ

のあたりを皆さんの体験からお聞かせいただけます

でしょうか。

【内田氏】 金融系だと法務部門は存在感のある位置

付けだと聞くのですが、普通のビジネスをやってい

る会社では営業等ビジネス部門の発言力が強く、法

務部門が「文書課」と呼ばれていた会社があるよう

に、法務部門は案件をストップさせるコストセン

ターだと思われている会社は結構多いと思います。

ところが、法規制が複雑化してビジネスが変化する

スピードも速く、新しいビジネスを始めるには、法

務部門が案件のプランニングの段階で検討に参加し

て、法的にリスクを精査してスキームを立てない

と、致命的なリスクが残ったまま案件が進み、最後

契約書チェックの段階で指摘していたのでは遅いと

いうことがままあるのです。しかし、スピードが求

められる中で、顧問弁護士のスケジュールをおさえ

て全案件を一から説明するのは難しい面がありま

す。もちろん外部の先生の力を借りることもありま

すが、その際も早く的確に検討していただくために

は、内部で事実関係を整理して資料も用意して相談

に行く必要があります。インハウスがある程度法的

な調査能力や問題の解決能力を発揮して事前準備を

すれば顧問弁護士への相談もスムーズになります。

そういう法的な調査能力とか問題解決能力は、新人

弁護士でもある程度は持っていると思います。

もう一つはガバナンスとかコンプライアンスに関

わってくるのですが、私は、コンプライアンスは、

その会社の理念を実現するために守るべきルールだ

と考えています。いくら組織や規程を整備しても、

きちんと守られなければ意味がなく、社員の方がど

ういう価値観を持って仕事をしているのか、それに

コンプライアンスの方針や体制をどう合わせていく

のかというのは、社内でやっていくのがいいのでは

ないかと思います。企業文化に合わせて一緒に作っ

ていくことができるのはインハウスだと思っていま

す。

【柳楽編集長】

私は顧問として

関わっていると

ころで最近、営

業と法務の仲裁

役みたいな話が

増えていて、た

とえば法務の人

が新規事業のス

キームを持って

相談に来るじゃ

ないですか。そ

れで、それはまずいよというようなアドバイスをす

ると「営業がどうしてもこの形でやりたいと言って

いる」という。では営業を連れてきなさいと。最初

は「連れてきなさい」だったのですが、そのうち私

のほうから会社に行くようになって、そこで打合せ

に同席して営業は何をやりたくてそういうスキーム

を考えたのかというのをよくよく聞いたら、「それ

だったらこういうやり方があるのでは」と提案もで

きるのです。早い段階から商品設計に携わることに

よって、法務と営業がうまく協力し合っていいもの

ができるという可能性があるかなと最近気づきまし

た。ただこれは、外部の弁護士は時間、リソースが

足りなくてなかなかできないのです。そういう時に

中に弁護士がいたら違うんだろうなと思うことが最

近すごく多いです。

【内田氏】 インハウスがいることによって、逆に外

の先生にお願いできる案件が増えるのではないで

しょうか。案件の検討段階で、第三者として外部専

門家の意見書を取る、顧問弁護士を通して官公庁に

匿名で問い合せるということはかなりありますの

で、必ずしもインハウスがいいということではな

く、内部と外部それぞれの強みを生かした活用の仕

方があるのではないかと思います。

【鈴木幹事長】 では熊野さん、よろしいでしょう

か。

【熊野氏】 似たような話にはなるのですが、やはり
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営業の人は営業の場面で頑張りたいわけで、法的な

問題点に対する意識が薄いのはある意味当たり前の

ことなので、それをフォローするという立場はとて

も大事だと思っています。社外の弁護士とインハウ

スの何が違うのかと考えると、整理していない所を

どれだけくみ取れるかという点だと思います。事業

部門の方がここが分かりませんと言って相談に来た

としても、実際は法的な問題点は違う所にあった

り、もっと根本のところで間違えていたり、勘違い

だったりということはしょっちゅうあるわけです。

そういう時に、この部門の業務からすればこういう

ふうにやりたいのだろうけれども、本当はこういう

ところが問題になるなぁ、でも気づいていないかも

しれないと思ったら、こちらから、こういうところ

はどうですかと積極的に提案する。私は事業判断が

出来るわけでもないのですが、かなり近いところま

で一緒に考えて一緒に決めていくということは入社

してからの３年ほどの間でも増えたように思いま

す。法務は「止める所」という認識はステレオタイ

プとしてはあって、そういう意見を持っている部門

もあるにはあるのですが、何個か難しい案件を一緒

にやったり、解決まで一緒にたどり着けたという部

門になると、結構頼ってくれるということはありま

す。そういうことは自分にとってもやりがいです

し、会社にとってもこういう関係が出来上がって行

くこと自体が問題の早期発見にも繋がるし、早けれ

ば早いほど選択肢も広がるわけで、そうなると柔軟

な対応ということも出来るので、それはいい流れだ

なと思います。また、単純なことですが、今会社と

して、これが大変だからこっちに割きたい、という

形で調整するといったように社内の人間同士だから

わかりあえるという部分もありますし、案件を重ね

れば重ねるだけ、「法務だからいらないことを言う」

という意識自体が無くなっていくのを目の当たりに

するのはすごく面白いです。

【鈴木氏】 今のお二人の話とかぶるのですが、やは

り現場に直結した専門家として、ビジネスジャッジ

メントに関与できる点ですね。法的にはいいけれ

ど、ビジネス的にはこれはやらない方がいいのでは

ないか、という判断を、最終的にまだ私の地位だと

自分で決めきれませんが、そういったビジネス

ジャッジの材料を提供していけるというところは、

インハウスならではだと思います。あとはインハウ

スは顧問弁護士と違って営業的配慮は必要ありませ

んので、良くも悪くも遠慮なく言いたいことが言え

る。顧問の先生も信頼関係が出来れば、言いたいこ

とを言えるというケースもあると思うのですが、や

はりちょっと遠慮してしまうこともあるのではない

かと思うのですが。

【柳楽編集長】 むしろそれに関しては従来逆のこと

が言われていたように思います。外部にいるから第

三者的な物の見方で厳しいことも言える、内部にい

ると、会社に雇われているという立場上、言いたい

ことが言えないのではないか。物理的な立ち位置の

問題でそう言われていたと思うのですが。

【熊野氏】 実際はそんなことはないと思います。む

しろ中にいるからこそ効果的に動くこともできると

思います。

【柳楽編集長】 確かに今のご時世、外の弁護士も顧

問先を失いたくなくて、会社に対してきついことを

言うのは躊躇してしまうという面があるかもしれま

せん。

【熊野氏】 むしろ中でコントロールをするという

か。

【内田氏】 ビジネス部門も社内だから言えるけれ

ど、外の先生に言ったら怒られるのではないか、と

いう面もあると思います。私達は顧問の先生を信頼

していますが、ビジネス部門の方にとっては全然知

らない人なので、いきなり初対面の人に自分の秘密

や疑問に思っていることを中々言えないかもしれま

せん。

【鈴木氏】 やは

り机を並べて仕

事をしています

から、外には聞

きにくいような

内容や、あるい

はちょっとした

ことでも、比較

的気楽に聞ける

ような気安さは

あるのかなと思

います。

【森田氏】 あと、法務研修については、顧問の先生

でもできるのですが、当社社員のレベルやニーズと

いうのはやはり社内にいないと分からないのではな

いかと思います。社内にいれば、だいたい社員のニー

ズ等が分かりますので、それに合わせた社内研修が

できるというのも大きなメリットと思います。訴訟

対応の場面でも、顧問の先生だと、必要な情報や資
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料を収集するにはやはり法務の人にお願いするしか

ないと思うのですが、例えば社内にいると、だいた

いあの人に聞けばこんな情報を持っているぞとか、

この辺にこんな資料があったとかということが分か

りますので、外部の弁護士の先生に提案できたりす

る場面もあります。そういう点では弁護士が社内に

いるというのは、証拠収集の観点からもメリットが

あると思います。

【鈴木氏】 ほかにもたとえば、朝電話がかかって来

て「これから出かけるのですぐ回答をください」と

いうのがあるのです。

【熊野氏】 よくありますよね。

【鈴木氏】「午後行く」くらいならまだいいんです

けど、「１０時に出ます」と言って９時ぐらいに電話

がかかってきて。こういうリクエストには、さすが

に中にいないと対応できないですよね。あと、この

人が持ってきた話は要注意だとか、彼の話は大丈夫

だとか、そういう、社員の人柄を把握した上での対

応ができるのです。顧問弁護士でもベッタリ張り付

けばそういうのが分るかもしれませんが、日常的に

肌感覚で分るというのは企業にとっては大きなメ

リットなのではないかと思います。

【柳楽編集長】 先ほど「案件の早期発見」という話

がありましたよね

【熊野氏】 そう

ですね。問題が

闇に潜ったまま

最悪の事態にな

るよりも、これ

は法務に聞いて

みた方がいいか

なと思ってもら

うことでだいぶ

表に上ってくる

ことが増えるの

で。

【柳楽編集長】 外部の弁護士には来ないのです。そ

もそも弁護士に相談するかしないかの振り分けを間

違えられてしまうと。

【内田氏】 それは大いにあると思います。それに顧

問弁護士が誰か普通の社員は知らないですよね。法

務部に相談が上ってこなければ必然的には顧問弁護

士にも相談がいきません。

【熊野氏】 本当にそうだと思います。でもそういう

場面も多々あると思います。

【鈴木氏】 皆さんの会社では、直接営業から顧問の

先生に相談するようなことがあるのですか。

【内田氏】 基本はないと思いますが、ホットライン

の受付は外の先生にお願いしています。

企業がインハウスに求めているもの

【柳楽編集長】 企業がインハウスに何を求めている

のか、という点については、皆さんのご経験を踏ま

えていかがでしょうか。

【森田氏】 私の場合ですと、当社の上層部は、今の

私に、単に受身で契約書チェックとかではなく、法

的には問題ないかもしれないが、ビジネスとしては

成り立たないというような判断までできることを求

めているような気がしています。つまり、普通のビ

ジネスマンが持っているようなビジネス感覚を持っ

た弁護士です。ですから、単に来た契約書をチェッ

クする、これは法的には問題ないという判断だけで

はなくて、戦略的にこういうビジネスであれば、「こ

んな条文入れてみましょう」というような提案がで

きる。そこくらいまで、求めているような気がしま

す。レベルはかなり高いと思いますが。

【鈴木幹事長】 では鈴木さんはいかがでしょうか。

【鈴木氏】 私の場合、何を求めているのか整理しき

れていない部分があるように感じます。とりあえず

ビジネス感覚を持って法律相談をこなすことが期待

されているのは間違いないのですが、社内弁護士と

して、もっと戦略的にビジネスを展開する上で役立

ちたいという思いもあります。企業側に、こういう

専門家を使ってビジネスを展開していこうという意

識があると、色々やってもらいたいということにな

るのだと思うのですが、多くの企業はとりあえず

採ってみた。では、彼らは何ができるんだというと

ころまで全部整理できていないと思うのです。もっ

とも、この点は、インハウスが自ら積極的に働きか

ける必要がある部分ではあると思いますが。

【鈴木幹事長】 熊野さんどうでしょうか。

【熊野氏】 当社の場合も私は一人目という形で採用

されましたので、今、鈴木さんがおっしゃったよう

に、当初は明確に何をやらせたいというのがカッチ

リ決まっていなかったのだと思います。ただ、法務

部門全体の底上げというのがまずあるでしょうし、

そういう意味では専門的な能力を持って、素早く的

確に処理ができる能力の部分を求められて入ったの

だと思います。とはいえ便利使いと言えば言葉が悪
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いですが、早い、便利だけで終わっていてはやはり

面白くないし、わざわざインハウスという形で採る

以上は、そこで止まっていたくないというのは少な

くとも部門の長までにはあるのだと思うのです。部

門としては、もっと戦略面に突っ込んでいける法

務、そのためには基礎的なことはさっさと処理がで

きることを踏まえて、よりプラスアルファが提供で

きるということが最終的には求められているのだと

思います。当社では今年の１月にもう一人入社しま

して、自分で言うのも変ですが、一人増えたという

のは、それなりに評価してもらえたのかなと思って

います。

【森田氏】 これは熊野さんが要望したのですか？一

人増やして欲しいと。

【熊野氏】 そうです。私も仕事が回らないからとい

う理由での要望もありますし、上司も、もっとイン

ハウスを採ってやれることがあるだろうという感じ

で。当社は、社風もあると思うのですが、インハウ

スというものに対して面白いと考えてくれていて、

理解があるのです。

【鈴木幹事長】 内田さんのところは同じようなス

タッフ何人いらっしゃるのですか？

【内田氏】 持株会社と通信三社と呼ばれている大き

な子会社で２０人で、中堅と新卒が半々くらいです。

他にNY州の弁護士資格者が４人います。おそら

く、法務のトップが強い法務部を作りたいという方

針に関係していると思います。今の法務部は、単な

る文書チェック係ではなく、案件にあるリスクを見

つけてリスクの判断をする、会社の為の仕事をする

ことが求められています。会社の全体を見て仕事を

する法務にならないとビジネスサイドに信頼しても

らえない、そうすると、法務がいくらリスクを精査

して強くアドバイスしても、受け入れてもらえない

ことが出てきます。そういう信頼性を前提に、法務

部門が有効に機能するので、積極的に弁護士を採用

しているのだと思います。

インハウスの待遇

【鈴木幹事長】 では次に、インハウスとしての社内

の処遇について、差し支えない範囲でお話しいただ

けますでしょうか。

【内田氏】 私は役職無しの法務部員で、給与体系も

一番下で働いています。弁護士手当という名目では

付かないのですが、個人の元々の能力に対する基礎

給としてわずかに付けていただいています。ただ、

弁護士会費は負担してくれていますし、やりたいと

言えば公益活動も勉強になるから行っておいでとサ

ポートしてもらっています。

【柳楽編集長】 ここに居る皆さん、会費は会社持ち

ですよね？

【森田氏】 私は会社持ちですね。

【鈴木氏】 ええ。私も会社持ちです。

【森田氏】 ただ、ここで確認すべきことは直接会社

が振り込んでくれているか、給料に上乗せされてい

るかというところで、私の場合、給料に上乗せです。

ですから、税金が引かれてしまう。

【内田氏】・【熊野氏】 私は経費で会社が処理をして

います。

【柳楽編集長】 そこは分かれるのですね。

【鈴木幹事長】

内田さんの場合

は、完全に普通

の社員と基本的

には同じ。それ

に手当て的なも

のが僅かに付く

と。弁護士手当

というわけでは

ないのですね。

【内田氏】 でも

逆にその方がや

りやすいというか、企業には馴染んでいき易いで

す。

【柳楽編集長】 資格を持たれていない他の法務部の

同期、同時期に入社された方との差をつけてしまう

と、組織の一体感をそこねるみたいなのがあるので

しょうね。

【内田氏】 現在弊社は事実上、弁護士しか採用して

いないので、同期との差はありません。ただ、元々

法務にいた資格が無い方も皆さん誇りを持って仕事

をされていて、事業に対する造詣や企業法務のノウ

ハウ等に長けた方ばかりなので、変な関係にはなら

ないようにしたいですね。本当に法務部門が組織と

して強くなるためには、部としての士気にも関わる

ので、正社員として入っている以上待遇面での差は

無い方がいいと思います。

【鈴木幹事長】 では熊野さん、いかがですか。

【熊野氏】 先程の会費の面から言いますと、当社の

場合は給料に上乗せではなく、経費という形です。
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弁護士手当という形での明確な手当はありません。

そういう会社がほとんどではないかと思います。給

与体系をインハウス一人採ったら全部組みなおすと

なるとちょっと大変ですので。ただ、その人のやっ

ている仕事と達成度という、他の社員と同じ基準で

は見るのですが、結果的に見ると同世代の方よりも

やっている仕事のレベルが難しくなるので、それに

達成度をかけ合わせとなると、相対的には同期の中

では可能な範囲で評価は高いのだろうなとは思いま

す。それは別に弁護士だから絶対というよりも、今

までおかれた状況的にたまたまそうなったというよ

うなことです。友人と話していても、そういう所が

多いように思います。

【鈴木氏】 私も基本的に正社員なので、特に手当が

乗っているというわけではありません。会費は給料

にONされるので、これが手当てに相当するともい

えますが、税金が引かれてちょっと残念だなという

のがあります。私以外の普通の正社員も専門性が高

いので、弁護士だから特別ということもなく若干色

がついているくらいの評価という感じです。皆ベテ

ランで、私より年上の人の方が多いですし、やはり

証券会社で２０年も３０年もやっている方々と、私はよ

うやく４年目ですから、業務の知識は完全に現場の

皆さんの方が通じていますので、私としてはいかに

そこで付加価値を出せるかというところです。単に

私が資格を持っているからといって優遇するわけに

はいかないと思います。そこは会社の組織の成り立

ちとか、人員構成とかによって処遇できる場合とで

きない場合があるでしょうし。

【柳楽編集長】 会社がもともと持っている給料体系

もありますしね。

【鈴木氏】 そうですね。そういうことなので、基本

的には処遇は正社員と同じです。

【鈴木幹事長】 では森田さん。

【森田氏】 先程言いましたように、会費は給与に上

乗せです。給与に関しては、入社時は私の前の事務

所の年収に一応あわせていただいた、ということ

で、同じ歳の人に比べると少し早いというか上の方

でしていただきました。その後は実力次第といいま

すか、成果に見合って評価され給料が決まります。

なお、今は管理職ですので、残業手当は出ていませ

ん。

【柳楽編集長】 他の方は出るのですか？

【内田氏】・【熊野氏】 出ます。

【鈴木氏】 私も給与体系として残業手当は出ない役

職です。

個人事件や会務活動は

【鈴木幹事長】 弁護士会の会務とかあるいは例えば

国選弁護などは可能なんでしょうか。

【内田氏】 本人がやりたいのであれば、コンフリク

トが無い範囲で事前許可のもと可能ですが、私個人

はやっていません。まず、刑事事件ですが、メイン

の会社業務が一日中あるので、刑事で機動的に動け

ないのがインハウス最大のデメリットだと思いま

す。それでは被告人、被疑者の方に迷惑がかかり、

弁護士として無責任だと思いますので、やらないこ

とにしています。委員会も参加できればいいのです

が、弁護士だから社用以外でいつでも外出してもい

いと特別扱いでは、インハウスが組織に根付かない

のではないかと思います。今法曹人口問題が議論さ

れていますが、法曹界の事情だけで、インハウスを

企業に押し付けても根付かず、結局は問題の解決に

はならないと思います。企業と弁護士会が、お互い

もう少し歩み寄って、どんな弁護士を必要としてい

るのか、何が採用上のハードルなのか、企業のニー

ズを把握していただきたいですね。

【熊野氏】 インハウスと個人事件・刑事事件に関し

ては、難しい問題であり、様々な考え方を持ってい

る方がいると思います。当社は規則上は個人事件も

長の許可を得れば可能ですが、私個人としてはやっ

てはいません。刑事弁護については研修として１

件、当番弁護から被疑者国選、被告人国選と受任し

ました。一度はまず、やってみようと思って、周囲

の方に理解を頂いて、内容は勿論言えないですが、

今刑事事件をやっていますということだけ伝えて、

何も言わずに電話に立ったりしてもそれは聞かない

で下さい、FAXも私が取りますという風にやりま

した。やってみて、自分の能力がもっと高くて処理

能力もスピードも、そして体力もあれば両立はでき

るのではないかと思いました。また、会社からも困

るからやめてくれと言われたわけでもありません。

ただ、会社の業務を支障ない程度にこなして両立す

るというのは、自分の今の能力的にはできないと判

断したのでやっていませんが、会社によりますし、

自分の能力との兼ね合いだとは思いました。委員会

については、京都の先生方との接点を持つという効

果もありますしできる限り毎月参加しています。業

務スケジュールによっては仕事が追いつかなくて行
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けないということもたまにあるのですが、委員会に

関しては十分対応可能だと思います。

【森田氏】 私は、個人事件は無理です。というのは、

個人事件を受任すれば、大抵その１日では終わら

ず、何日間かその事件に関与しなければならず、そ

うすると、会社の業務に支障が出ますから。大阪弁

護士会の活動については、同弁護士会の業務改革委

員会の部会には参加しています。弁護士会の研修も

業務に役に立ちそうなものをセレクトして出席して

います。

企業内弁護士がもっと広まるためには

【鈴木幹事長】

司法制度改革で、インハウスのロイヤーが増える

ことが我が国の社会にとってもいいことではないか

ということで、皆さんそのための観点からするとフ

ロンティアの面はあると思うのですが、まだまだ多

くの会社に広がっているわけではない。どういう条

件が企業側、弁護士、或いは弁護士会側に整ったら、

もっと広がるのだろうとそういう観点で、一言ずつ

お願いできたらと思うのですが。

【柳楽編集長】 先程内田先生の方からちらっと出ま

したよね。弁護士だから特別扱いというのではな

く、企業に合わせた人材マッチングというか。

【内田氏】 そこ

の部分もありま

すし、弁護士会

から企業法務に

対して正当な評

価がされている

のかやや疑問に

思っています。

弁護士会では、

特殊な状況にあ

る弱者を逆境か

ら引き揚げるこ

とが「公益」だと理解されているように思うのです

が、大多数の普通の人たちを幸せにするために企業

が行っている活動をサポートすることが何故公益と

みなされないのか、私はものすごく不思議です。普

通の人は会社に勤めてお給料を貰って、企業が売っ

ているサービスとか商品を買って生活しているわけ

じゃないですか。そのサイクルをよりよくするとい

うことは、社会にとってすごく大事なことだと思い

ます。私はそれほど弁護士会に関与していないの

で、穿った見方かもしれないのですが、企業の存在

と企業法務というのはもう少し正当に評価してもら

いたいです。

【柳楽編集長】 企業が傾いたらそこで働いている従

業員とか取引先の人とかみんな不幸になる時があり

ますからね。

【鈴木幹事長】 では、熊野さん。

【熊野氏】 まずはインハウスを採ることのメリット

を企業に実感してもらえることが大事なので、例え

ば法律事務所からの出向などをきっかけに、採って

みようかとなるかもしれませんし、敷居が高いとい

う漠然としたイメージを取り除くことが必要だと思

います。

【柳楽編集長】 他の会社でうまくいっている例が広

がればいいのですよね。

【熊野氏】 そうですね。

【内田氏】 業界単位で進んでいますよね。

【柳楽編集長】 取り組みの早い業種ってありますも

のね。

【鈴木幹事長】 鈴木さんどうですか。

【鈴木氏】 まずは、我々が認知してもらうというこ

とが草の根運動なのかなと思っているのです。です

から、我々が認知してもらって、もう一人採りましょ

うよとかそういう動きでいかないと、中々トップダ

ウンでいきなり変わるというのは無理ですので。あ

とは今回の弁政連の座談会もそうですが、日本組織

内弁護士協会も、ロースクール生とか、修習生相手

にシンポジウムをやったりして、こういうのがある

のだと地道にやっていくといく中で、意識改革を

図っていくことが必要なのかなと思っています。

【森田氏】 企業内弁護士を採用する会社にとっては

コストがかかるわけで、結局はどんな付加価値を企

業内弁護士が提供するのかということに尽きると思

います。弁護士会の方からこういう付加価値が提供

できますよ、他の色々なインハウスを採った例をひ

いて、こんなことができますよ、こんなこともしま

すよ、ということをアピールしていかないと、企業

はコストをかけてまで採ることはないです。ただで

さえ今、大企業でもリストラを敢行している中で、

間接部門の、いってみれば事業にブレーキをかける

ような側の人材を採るのかというと、なかなか難し

いのではないかと思います。
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キャリアパスのイメージ

【柳楽編集長】 皆さんは今後どういう進路をお考え

ですか。弁護士として。

【森田氏】 私は正社員で管理職になったこともあ

り、転職は今のところ全く考えていません。今の当

面の目標は法務部を立ち上げて盛り上げていければ

と思っています。

【鈴木幹事長】 鈴木さんはどうですか。

【鈴木氏】 私は今の業務を担当して３年経ったの

で、もう少し違った内容の業務を担当して自分の幅

を広げたいと思っています。ただ、中長期的には自

分のキャリアパスをどう描くのかというのは、イン

ハウスの悩みどころではあります。

【鈴木幹事長】 熊野さんはいかがでしょうか。

【熊野氏】 私の場合は、会社の法務部がもう少し人

数が増えるなり、認識が上るなり、もう少し明確に

変わったなという実感が持てるまでは少なくともい

ると思います。

【鈴木幹事長】 内田さんはどうですか。

【内田氏】 私は多分、インハウスでやっていくと思

います。法務部門の業務の幅は驚くほど広くて、もっ

と自分の視野や知見を広げて問題意識を深めたいで

す。もし外に出ることがあるのであれば、会社内部

にいては得られないものや専門性を身につけるため

に事務所や官公庁へ行くこともあるとは思うのです

が、インハウスに戻って、より責任ある仕事をして

みたいと思っています。

インハウスの魅力

【鈴木幹事長】 皆さん色々な立場で未

来を見据えて活躍されているのが良く

分ったのですが、最後にインハウスの

魅力を教えていただければと思いま

す。

【森田氏】 魅力はやはり生のビジネス

を見られるとか、こうやって会社内で

意思決定されるのだなというのがリア

ルに分るというところが魅力でしょう

か。大きい会社ですとそこまで分から

ないかもしれませんが、当社の規模の

会社ですとそうことが分かるというの

は１つの魅力だと思います。

【鈴木氏】 やはりビジネスジャッジを

するという、自分で当事者としてリスクテイクする

というところです。ビジネスローヤーとして、外部

とはちょっと違う。単なるサラリーマンともちょっ

と違う。専門家としてリスクテイク、ビジネスジャッ

ジをしていく、専門的知見を活かしてというところ

が魅力なんじゃないかと思っています。

【鈴木幹事長】 熊野さん、後輩も入られたというこ

とですが。

【熊野氏】 はい。身の引き締まる思いです。一緒に

なってこの事業を守ったとか、今この商品があるの

はみんなで頑張ったお陰のようなケースもあります

ので、成果を実感しやすく、シンプルにおもしろい

というのがあります。自分の年齢のことを考えます

と、普通に大卒で入社した場合に比べると、ずっと

上の人にものが言えたり、大きい案件にタッチする

ことができたり、そういう意味ではありがたいし、

それがやりがいかなと思います。

【鈴木幹事長】 内田さんは一生インハウスかなと

おっしゃっていましたが。

【内田氏】 会社では基本的に後処理の案件が殆どな

く、新しいサービスをしようとか、今素晴らしい商

品・サービスを日本に広げようと前向きな案件が多

いです。自分の仕事が社会に還元されて、喜んでく

れるお客さんがいるというのはものすごく励みにな

るし、やりがいだと思います。

【鈴木幹事長】 インハウスロイヤーの皆さんのご活

躍とますますの普及に期待しています。今日は本当

にありがとうございました。

（平成２４年１月３１日 於霞が関弁護士会館）
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弁
政
連
と
連
携
し
て

日
弁
連
の
見
解
を
広

く
訴
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

広
報

武
井

共
夫
（
横
浜
弁
護
士
会
）

弁
政
連
と
連
携
し
て

日
弁
連
の
施
策
実
現

に
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

法
科
大
学
院
セ
ン

タ
ー

橋
本

副
孝
（
第
二
東
京
弁
護
士
会
）

秘
密
保
全
法
制
を
担

当
し
ま
す
。
弁
政
連

と
の
連
携
に
期
待
し

ま
す
。

秘
密
保
全
法
制
対
策

本
部

樋
口

一
夫
（
第
一
東
京
弁
護
士
会
）

立
法
対
策
セ
ン
タ
ー

と
政
策
戦
略
会
議
も

担
当
し
ま
す
。
ご
支

援
下
さ
い
。

全
面
的
国
選
付
添
人

制
度
実
現
本
部

斎
藤

義
房
（
東
京
弁
護
士
会
）

平成２４年度 日本弁護士連合会副会長
氏名（所属会）／主たる担当委員会／抱負

今
司
法
は
危
機
に
瀕

し
て
い
ま
す
。
弁
政

連
と
共
に
危
機
に
立

ち
向
か
い
ま
す
。

司
法
修
習
費
用
給
費
制

維
持
緊
急
対
策
本
部

纐
纈

和
義
（
愛
知
県
弁
護
士
会
）

司
法
分
野
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
に
向

け
て
弁
政
連
の
活
動

に
期
待
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
推
進

本
部

小
川

恭
子
（
滋
賀
弁
護
士
会
）

民
事
司
法
改
革
に
つ

き
、
弁
政
連
の
強
力

な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

お
願
い
し
ま
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。

民
事
司
法
改
革
推
進

本
部

藪
野

恒
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（
大
阪
弁
護
士
会
）

政
治
へ
の
働
き
か
け

が
必
要
な
分
野
が
ま

す
ま
す
増
え
て
い
ま

す
。

日
本
司
法
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援
セ
ン

タ
ー
推
進
本
部

佐
藤

豊
（
長
野
県
弁
護
士
会
）

弁
護
士
法
制
定
時
の

原
点
を
考
え
な
が
ら

活
動
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

家
事
法
制
委
員
会

宇
都
宮
眞
由
美
（
愛
媛
弁
護
士
会
）

弁
政
連
と
連
携
し

て
、
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調
べ
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可
視
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の
実
現
の
年
に
し

た
い
と
思
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取
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の
可
視
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�
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日
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に
弁
政

連
と
共
に
復
興
対
策

を
進
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ま
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東
日
本
大
震
災
・
原

発
事
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等
対
策
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部

森
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博
（
仙
台
弁
護
士
会
）

司
法
改
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の
理
念
を

追
求
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、
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課
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全
力
で
取
り

組
み
ま
す
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日
弁
連
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小
企
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ー
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（
福
岡
県
弁
護
士
会
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国
民
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信
頼
さ
れ
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司
法
を
目
ざ
し
て
連

帯
し
て
活
動
し
ま

し
ょ
う
。

弁
護
士
業
務
改
革
委
員
会

山
下

哲
夫
（
広
島
弁
護
士
会
）
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２０１２年新年会 思いも新たに

平成２４年１月１９日、同日の支部懇談会に引き続き、午後６時から、弁護士会館クレオに

おいて、弁政連平成２４年新年会が開催されました。出席者総数３１２名、国会議員のご出席は、

本人出席・代理出席合わせて１２４名でした。平山正剛弁政連理事長、宇都宮健児日弁連会長

の挨拶に続き、久保井一匡顧問に乾杯のご発声をいただきました。就任早々の小川敏夫法

務大臣、自由民主党の谷垣禎一総裁、公明党の山口那津男代表、社会民主党の福島みずほ

党首はじめ、多くの国会議員の方々から力強いご支援のお言葉をいただきました。

（副幹事長 出井直樹）

小川敏夫 法務大臣 谷垣禎一 自由民主党 総裁

山口那津男 公明党 代表 福島みずほ 社会民主党 党首
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福
島
み
ず
ほ

比
例

社
民

古
川

俊
治

埼
玉

自
民

前
川

清
成

奈
良

民
主

牧
山
ひ
ろ
え

神
奈
川

民
主

松

あ
き
ら

神
奈
川

公
明

丸
川

珠
代

東
京

自
民

水
戸

将
史

神
奈
川

民
主

柳
田

稔

広
島

民
主

山
口
那
津
男

東
京

公
明

来
賓

保
岡

興
治

元
法
務
大
臣

千
葉

景
子

元
法
務
大
臣

都
議
会
議
員

中
嶋

義
雄

都
議
会
公
明
党
幹
事
長

大
山
と
も
子

日
本
共
産
党
都
議
団
幹
事
長

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

衆
議
院
議
員

漆
原

良
夫

比
例
北
信
越

公
明

城
井

崇

福
岡
１０
区

民
主

小
池
百
合
子

東
京
１０
区

自
民

瑞
慶
覧
長
敏

沖
縄
４
区

民
主

田
島

一
成

滋
賀
２
区

民
主

樽
床

伸
二

大
阪
１２
区

民
主

中
塚

一
宏

神
奈
川
１２
区

民
主

中
野

寛
成

大
阪
８
区

民
主

中
山

義
活

東
京
２
区

民
主

藤
村

修

大
阪
７
区

民
主

松
岡

広
隆

比
例
近
畿

民
主

松
本

純

神
奈
川
１
区

自
民

松
本

剛
明

兵
庫
１１
区

民
主

本
村
賢
太
郎

神
奈
川
１４
区

民
主

山
岡

賢
次

栃
木
４
区

民
主

吉
田

統
彦

比
例
東
海

民
主

参
議
院
議
員

高
橋

千
秋

三
重

民
主

友
近

聡
朗

愛
媛

民
主

林

久
美
子

滋
賀

民
主

松

あ
き
ら

神
奈
川

公
明

石
原

伸
晃

内
田

茂

自
民
党
東
京
都
支
部
連
合
会

会
長
・
幹
事
長

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

出
席
議
員
（
本
人
出
席
太
文
字
）
選
挙
区
・
政
党

＝

一
月
十
九
日

新
年
祝
賀
会＝

祝
電
を
い
た
だ
い
た
議
員
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岐阜県支部設立報告
１月２８日、岐阜県支部の設立総会と

祝賀会を開催しました。設立総会に

は、本部から成田清、田中清隆両副理

事長、鈴木善和幹事長、黒田外来彦理

事等のご出席を頂き、１９名の会員が参

加して、支部規約の承認や役員の選任

等を行いました。祝賀会には、園田康

博、笠原多見子、柴橋正直、阿知波吉

信、橋本勉各衆議院議員、小見山幸治

参議院議員、細江茂光岐阜市長、渡辺

要岐阜市議会議長、大須賀しずか県議

会議員等にもご出席頂き、盛会のうち

に終わりました。支部の会員数は３０名

と少数ですが、会員拡大を図ると共

に、議員や首長との意見交換を積極的に行う等、より良い司法の実現に向けた活動をしていく所存です。

（岐阜県支部会員 平松卓也）

全国支部懇談会開催される
１月１９日、全国から２７支部の代表及び平山理事長を含め１５名の本部役員が出席して、第５回全国支部懇

談会がクレオで開催されました。懇談会では、冒頭、仙台・福島・岩手の各支部から、依然として厳しい

被災地の現況が報告され、全国の支部からの継続的支援の必要性が共有されました。

引き続き各支部の多様な活動状況

が報告されました。注目すべきは、

支部の活動が、地元国会議員との意

見交換・懇談会開催にとどまらず、

県知事や地方議員（県議会議員・市

議会議員）との意見交換会・懇談会

を開催する等、県政レベルまで活動

の幅が着実に広がっていることで

す。そのような活動に若手会員が積

極的に参加しているとのことでし

た。支部独自の取組によって具体的

成果があがった事例も紹介され、支

部活動の重要性があらためて認識さ

れた有意義な懇談会となりました。

（副幹事長 出井直樹）
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１．当支部は、平成２０年８月に誕生した、歴史の浅
い支部です。会員数は約４０名と当初のころより増
加し、加入率は４０％弱といったところです。
２．本来、地元選出の国会議員との交流を深め、国
政にかかわる課題についてその実現を図るという
所に活動の主目的があると思われますが、国会議
員のタイトなスケジュールや昨年は大震災の影響
もあり、懇談の機会はあまり持てませんでした。
その代わりというわけではありませんが、ここ
二年ほどは、地方政治へのアプローチを重視して
います。
平成２２年度には横内山梨県知事との懇談会を、
又、平成２３年度には県議会改革に関連した懇談会
を開催しました。
特に、知事との懇談では、弁護士会の各委員会
から具体的な県政レベルでの提案が行われまし
た。民暴関連では山梨県暴排条例の制定要請を行
いました。又、高齢者虐待の防止や自殺対策の分

野では行政の各担当部
所と弁護士との連携が
いかに重要であるか熱
く語られ、知事も十分
に理解をしていただい
たようです。この結
果、この懇談会にとど
まらず、引き続き県の
福祉保険部の主要課と
の懇談の場が継続的に
設けられるに至ってい
ます。
３．地方レベルでの弁政
連の活動の内容につい
て更なる議論を行い、充実した活動を行っていき
たいと思っていますが、増加する若手弁護士にど
のように弁政連の意義をアピールするかが課題と
考えております。

１．はじめに
弁政連岡山支部は、平成２０年７月２２日に設立総会
を開き、発足しました。その後、約１年半位は、こ
れといった目立った活動を行っていませんでした。
しかし平成２２年、司法修習生の給費制存続運動に際
し、平松掟支部長をはじめ、それぞれが国会議員と
の人脈を生かして、積極的な要請活動を行い、給費
制存続運動に貢献できたものと思います。
２．法曹人口問題シンポジウムと交流会
今年度、当支部の大きな動きは、役員の交替（平
松掟支部長に代わり河田英正支部長が就任、副支部
長、正副幹事長、理事）があり、１１月２０日（日）「法
曹人口問題シンポジウム―弁護士は本当に足りんの
か？」の呼びかけを行うとともに、シンポジウム終
了後国会議員との「交流会」を弁護士会と共催しま
した。
シンポジウムの目玉は、宇都宮健児日弁連会長が

パネリス
トとして
参加した
こ と で
す。泉史
博中国銀
行会長、
上田信太
郎岡大大
学院法務
研 究 科

長、藤原健史山陽新聞論説委員らと法曹人口、特に
「弁護士に期待するものは何か」「企業内弁護士の役
割」「法科大学院の課題」などを議論し、弁護士の
数（法曹人口）が足りているのか否か、活発な議論
が交されました。結論を出すためのシンポジウムで
はなく、問題点を浮きぼりにして参加者がそれらを
共有することに意味がありました。
シンポジウム終了後会場を移し、地元選出国会議
員５名の出席を得て、宇都宮日弁連会長をはじめパ
ネリスト、支部役員を含む当会会員を混じえ、「交
流会」をもちました。
出席された議員は、民主党から江田五月氏（参院、
前法務大臣）・高井崇志氏（衆院、党県連幹事長）・
姫井由美子氏（参院、国対副委員長）の３名、自民
党から逢沢一郎氏（衆院、総裁特別補佐）、公明党
から谷合正明氏（参院、幹事長代理）の５名でした。
各議員から法曹人口・法曹養成の問題について、話
していただきました。「法曹の養成に関するフォーラ
ム」が動いている中、法曹人口・法曹養成問題へのさら
なる理解と協力を各議員にお願いしたところです。
このような形での国会議員との「交流会」は初め
ての試みで、出席者間で活発な意見交換がなされた
ことは、大変有意義でした。
３．今後の活動予定
これから国会議員や自治体議員と若手弁護士との
懇談会を開きたいと考えています。これは、若手会
員を弁政連へリクルートするための活動の一環でも
あります。

支部報告�
山梨支部 地方政治における試み

山梨支部事務局長 田邊 護

岡山支部 法曹人口問題シンポジウムと支部活動
岡山支部幹事長 秋山 義信
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編集後記
日弁連の新会長の挨拶を掲載予定でしたが、再選挙となってしまいました。企業内弁護士の方々の座談会は、彼
等の生き生きと活躍している姿が、弁護士・企業の双方にとって、有益な情報となることでしょう。（いいだ）
企業、中央官庁、自治体、議員秘書など、さまざまな分野で弁護士の活動領域が広がりつつあります。国会や地

方議会の議員、首長にも一定数の弁護士、法曹資格者がいます。今後もそのような弁護士の活躍を追って行きたいと思います。（いでい）
企業の中に弁護士が常駐することには、顧問弁護士という形で外から支援するのとはまた違う大きなメリットがあるということを再認
識しました。多くの企業にその活用の機運が広まっていくことを期待します。（なぎら）
経済界やアナリストの方から、「潮目が変わった」という発言を聞くことが増えました。すでに法曹界も潮の変わり目を過ぎているの
かもしれません。今回の企画が新たな方向性の一助となりますように。（おがわ）

支部人事について
岐阜県支部
支 部 長 川島和男
副 支 部 長 平井治彦、矢島潤一郎
理 事 浦田益之、河合良房、山田秀樹、古田 修

鈴木雅雄
監 事 笹田参三、武藤 壽
顧 問 由良 久
事 務 局 長 棚橋邦行
事務局次長 安重洋介
大分県支部
支 部 長 山本洋一郎
副支部長 古庄玄知、原田祥彦
理 事 三井嘉雄、古田邦夫、千野博之、吉田祐治、

渡辺耕太、松尾康利
理事（事務局長） 松田健太郎
監 事 井田雅貴
顧 問 山本草平、河野 浩、内田 健、徳田靖之

本部人事について
福島康夫
福岡県弁護士会
副理事長
平成１９年度 福岡県弁護士会会長
平成２０年度 日弁連副会長

※川副正敏副理事長（福岡県）が平成２４年２月１７日辞任。
後任副理事長に福島康夫会員（福岡県）が平成２４年２月
１７日就任。
※斎藤義房理事兼常務理事（東京）が平成２４年３月３１日辞
任。後任の理事兼常務理事に黒岩哲彦会員（東京）が平
成２４年４月１日就任。

※藪野恒明理事兼常務理事（大阪）が平成２４年３月３１日辞
任。後任の理事に中本和洋会員（大阪）が、後任の常務
理事に松葉和幸会員（大阪）が平成２４年４月１日選任。

※井田雅貴理事（大分県）・三井嘉雄理事（大分県）が平
成２４年３月１日辞任、後任理事に山本洋一郎会員（大分
県）と松田健太郎会員（大分県）が平成２４年３月１６日就任。

定期総会・会員懇親会通知
平成２４年４月１日

日本弁護士政治連盟 会員各位
日本弁護士連合会 会員各位

日本弁護士政治連盟
理事長 平山 正剛

弁政連定期総会及び会員懇親会開催について
（ご案内）

日本弁護士政治連盟（弁政連）定期総会及び会員懇
親会を下記のとおり開催いたしますのでご案内しま
す。

記
定 期 総 会
１．日時 平成２４年５月１７日（木）

午後４時３０分～５時３０分
２．場所 弁護士会館 ２階講堂「クレオ」
３．議題 �平成２４年度事業活動方針（案）承認の件

�平成２３年度活動報告の件
�平成２３年度決算報告の件
�平成２４年度予算（案）報告の件
�支部活動報告の件
�本部活動報告の件
�その他

会員懇親会
１．日時 平成２４年５月１７日（木）

午後５時３０分～
２．場所 弁護士会館 ２階講堂「クレオＡ」
３．会費 ５千円

みんなの党所属３名の
議員との朝食会
２月２９日、みんなの党より、川田龍平参議院議員、
柿澤未途衆議院議員及び上野ひろし参議院議員の若手
議員３名を招いて、朝食会が開催された。弁政連から
は、平山弁政連理事長、尾崎弁政連企画委員会委員長
等３０名が参加した。冒頭、各議員よりそれぞれ１０分程
度お話を頂き、その後、参加者を交えての質疑応答と
なった。各議員は、それぞれの経験・経歴に基づき、
医療分野、原発問題、地方分権、行政改革等に問題意
識を有しておられ、興味深い話を伺うことができた。
また、柿澤議員は、みんなの党が多数の議員立法を作
成・提出していることに触れられ、かかる過程におい
て法令に通暁した弁護士が身近に存在することが重要
であると弁護士への期待を述べられた。

（企画委員会 事務局長 上山直樹）
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